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日本を含めた多くの社会において，女性と男
性の間には，責任や資源へのアクセス，意思決
定の機会などにおいて，不平等が存在している．
ジェンダーがどの程度不平等なのかを表す指標
には，国連開発計画（UNDP）によるジェンダー
不平等指数（Gender Inequality Index: GII）や
世界経済フォーラムによる世界男女格差指数

（Global Gender Gap Index: GGGI）などいくつ
かあるが，日本のランキングの低さからも話題
になることが多い GGGI（2022）では，日本は
146 カ国中 116 位と先進国の中でも，ASEAN+3
の中でも最低順位を記録している．前年の 120
位と比べると順位は上昇したように見えるが，
総国数が 10 カ国減っていることもあり，改善の
傾向は見られない．GGGI は，健康，教育，政治，
経済の 4 分野について，14 指標を用いてスコア
化を行うが，日本は特に政治と経済の 2 分野で
のスコアが低いことが明らかになっている．本
書で着目される学術分野の女性の活躍は，政治
や経済分野と同様に発展途上にある．以下に本
書の章立てを示し，各章の概要を紹介する．
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章立てから，本書がいかに多岐にわたるジェ

ンダーをめぐるテーマを取り扱っているかをわ
かっていただけるだろう．

本書は三部によって構成されている．第一部
は，「人文社会科学系におけるジェンダー研究
の過去と未来」と題して，日本学術会議第一部
総合ジェンダー分科会の呼びかけにより 2017
年に設立された人文社会科学系学協会男女共同
参画推進連絡会（Gender Equality Association 
for Humanities and Social Sciences（GEAHSS
略称ギース））に参加する，多様な学問分野に
おけるジェンダー研究の動向について概観して
いる．

第二部「人文社会科学におけるジェンダー問
題」では，人文社会科学系全体のジェンダー平
等について，公表されているデータや政策的な
動きの解説，分析を行っている．学協会を超え
た連携である GEAHSS の設立についてもここ
で説明されている．

第三部は，「現状と未来」と題し，GEAHSS
が 2018 年に行った『人文社会科学系研究者の
男女共同参画実態調査（第 1 回））の結果から
わかる，人文社会科学系研究者を取り巻く現状
を様々な切り口から解説している．最後により
広い視点から，人文社会科学系の今後の展望に
ついて言及がある．

本書の特徴は，人文社会科学の様々な学問分
野おけるジェンダー研究の動向，ジェンダー平
等に対する認識や現状を，本書一冊で広く把握
できることが第一に挙げられるだろう．そして，
そうそうたる執筆陣による共著であり，読み物
としても興味深い．本書冒頭で言及されている

ように（p5），執筆陣は，「ジェンダー研究に
深くかかわっている研究者，少しなりともかか
わっている研究者」が自身の学問分野について

「ジェンダー視点を取り入れて，自由に，また
初学者にわかりやすいように，今の研究動向を」
書いており，それぞれの研究者の視点，切り取
り方が大変興味深いのである．

人文社会科学系と一口に言っても，そこには
様々な学問分野が含まれ，男女共同参画の程度
や状況も異なる．ここではまず，本書の第二部
にあたる，人文社会科学系全体の男女共同参画
の現状について概観しよう．仲（p138）によ
ると，研究者全体の中で，いわゆる文系である
人文社会学，その他（心理学・家政など）を合
わせた研究者の割合は約 3 割に過ぎず，残りは
自然科学系（大きく分けて理系）の研究者であ
る．2020 年の科学研究費補助金の配分で言え
ば，全体の 1 割半に過ぎない．さらにその中の
女性に着目すると，理系に比べて文系の女性研
究者割合は高いと言われていても，そもそも母
数が小さいために，実数で言うと文系の女性研
究者は理系の女性研究者よりも少ないのであ
る．人文社会科学系の女性研究者に焦点を当て
た本書は，仲が言うところの「マイノリティの
中のマイノリティ」（p140）であることが分か
る．マイノリティだからこそ，スケールメリッ
トを獲得するために，学問分野を超えた連携で
ある GEAHSS が必要とされた．

GEAHSS 設立に関わった井野瀬によると
（p162），設立 4 か月後の 2017 年 9 月時点では
わずか 4 団体であった加盟団体が，2018 年 3
月には 46 団体に，同年 9 月に 58 団体，2021
年 10 月時点では 69 団体を超える急成長を見せ
ていることからも，各学協会が男女共同参画へ
の取り組みについて同様の問題意識を抱えてお
り，同問題に非常に関心が高いことがうかがえる．

それぞれの学問分野におけるジェンダー研究
への取り組みは，第一部に取り上げられている．
言語学，文学，宗教学，哲学，美術史学，心理
学，法学，政治学，経済学，社会学（登場順），
それぞれの分野における研究動向について，そ
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の道の第一人者が概観している．これほど多岐
に渡る学問分野におけるジェンダー研究の動向
についての記述が一堂に会することは珍しく，
ジェンダーをめぐるテーマの広がりと視点の多
様さは，一研究者として大変参考になった．

各分野を一つ一つ取り上げたいが，紙幅の関
係もあるため，人文社会科学系の学問分野が主
にどういったジェンダー問題に直面しているか
について，まとめてみよう．学問の担い手の性
別が男性に偏ることは，研究にどのような問題
をもたらすか．江原による記述を参照すると

（p122），①認識主体の男性中心性，②認識対
象の男性中心性，③概念枠組みの男性中心性，
④方法論の男性中心性，これらの男性中心性が，
女性の経験を不可視化してきたとしている．社
会学における分類ではあるが，これは他の学問
分野においても当てはまる分類であると考えら
れる．とは言えこれらの男性中心性は，先達の
研究者の功績によって，多くの学問分野で既に
克服，または克服されつつある．ジェンダー○
○学，フェミニスト○○学，といった形で新し
い学問分野を形成する，あるいは学問分野内に
上手く内在化されるなど，ジェンダーの視点は
それぞれの分野の「議論の質や方法論などを確
実に進化／深化，そして多様化させ」（p155）
ることに貢献した．

しかし井野瀬が指摘するように（p155），「学
術的なジェンダー研究の進展」と，「所属学会
の内外で研究者自身を取り巻く環境の改善」と
は別の問題であった．現在多くの学協会が，女
性の会員数がなかなか増えないこと，徐々に増
えていたとしても，要職に就く女性の数が増加
しないという共通の悩みを抱えているようであ
る．前者は入り口の問題であり，人文社会科学
系研究者を志す動機づけを大学院生，学部生，
ひいては中高生に与えられることができていな
いことが原因として挙げられるだろう．後者は
いわゆる「ガラスの天井」であり，学術分野に
限った話ではなく政治や経済の分野でも見られ
る．この点について，「政治学とジェンダー」
の章で「女性研究者が学会や研究プロジェクト

の運営に関する決定作成の場に参画すること
が，女性研究者の活躍の拡大に資する」好例が
示されている（p100）．

現状の問題把握を行い，学協会間のグッドプラ
クティスを共有するために設立された GEAHSS
は，2018 年に研究者個人を対象にした大規模
調査を行っている．本書の第三部は，この調査
について詳しい結果の解説を行っている．「女
性研究者」と聞いて一般の人がまず思い浮かべ
るのは，いわゆる「リケジョ」と言われるよう
な理系の研究者であろう．学術分野における女
性活躍を考えた場合，真っ先に挙がる問題が理
系の女性研究者の少なさであり，STEM 分野
を志す女子中高生を増やすことは早くから政策
課題としても取り上げられていた．女性の圧倒
的少なさから，自然科学系分野では人文社会科
学系よりも早い時期（2002 年）に「男女共同
参画学協会連合会」が立ち上げられ，既に複数
回大規模調査が行われている．対して人文社会
科学系は，自然科学系よりも女性が多いと引き
合いに出されることはあっても政策的な議論の
中心になることはほとんどなかったブラインド
スポットだったと言っても差し支えないだろ
う．それゆえ，人文社会科学系の女性研究者が
どのような研究上，キャリア上の課題を抱えて
いるのかを把握できるような大規模調査はこれ
までほとんどなかった．GEAHSS による調査
は，そういった意味で非常に意義が大きい．

さて，その調査で明らかになったことは，非
常に厳しい結果であった．人文社会科学系の女
性研究者は，非正規雇用が多く，常勤雇用は人
文科学や教育学で 3 割程度，社会科学では 2 割
と理系と同程度にとどまっており，常勤の中で
も女性は男性よりも職位が低いことなどが明ら
かになった．女性が多い分野であるということ
が，女性に安定雇用をもたらすということと同
義ではない現状が確認された．その一因として
挙げられるのが，女性にかかる育児負担の重さ
であり，女性研究者の約 3 割が子どもを持つ時
期と研究について二者択一の選択をせざるを得
ない状況に置かれたことがあることが分かっ
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た．学位の取得やその後のキャリア形成期が，
家族形成を考える年齢と重なるために，女性の
未婚率，有子率，子どもの人数がそれぞれに男
性研究者より低いということからも，問題の根
深さがうかがえる．また，ロールモデルの少な
さや，育児介護等のライフイベントによって一
度研究活動を中断すると復帰が難しいことな
ど，どれも日本社会全体が抱える問題ではある
ものの，一般に女性が多いと言われている人文
社会科学系分野においても同様の問題が実態調
査で確認されたことは重要な知見だろう．ぜひ
定期的な調査を行い，複数調査年の比較調査な
ども行ってほしい．

最後に，GEAHSS が描く未来について触れて
おきたい．二神（p265）や上野（p319）が言及
するように，今後の世界は，SDGs に代表され
るように，あらゆる社会や個人を取り残さない
という価値観を含んで進んでいくだろう．性別
は代表的なものであるが，「たとえ少数であっ
ても不利益を被らずにいられる環境」を作るこ
とが，「性別カテゴリーにとどまる課題として
ではなく，子どもの有無，単身かどうか，性的
指向・性自認，雇用形態，世代，地理的条件，
障害，国籍等，多様性をめぐる課題」（p279）
に直面した際の土台となるのである．GEAHSS
による緩やかなつながりに期待したい．
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